研究計画書

研究計画名：

成人T細胞白血病予防事業に関わる疫学的研究：事業評価，HTLV-1感染の自然史研究
研究代表者：増崎　英明（長崎大学大学院医歯薬学・産婦人科）　　　　　

研究分担者：
長崎大学大学院感染分子解析学分野　　　　　　　　　　片峰茂

長崎大学大学院感染病態制御学分野　　　　　　　　　　森内浩幸

長崎大学熱帯医学研究所　　　　　　　　　　　　　　　山本太郎

研究期間：平成２０年９月２０日～平成２５年３月３１日
【研究目的】

本研究の目的は以下の４つである

1. 予防事業開始以降急速に低下している妊婦HTLV-1抗体陽性率の変化を時系列で追跡し、疫学的変化を明らかにする。

2. 上記変化を引起したと考えられる社会変化、生活上の変化とHTLV-1感染の関係を調べる。

3. 成人T細胞白血病予防事業の事業評価としての母子感染率の推定や、感染が予防できた児の数の推定、その結果予防できた聖人T細胞白血病患者の数の推計を行う。

4. 長崎県下でいつHTLV-1感染者が理論的に存在しなくなるかといった推定を行う。

【背景】

HTLV-1は、主として母乳を介した母子感染（垂直感染）と性的接触（水平感染）によって、約1万年以上に渡って継代的に流行を維持してきたと考えられている。人々の間の濃密な交流によって、このウイルスは世代を越えて受け継がれてきた。現在、日本においては、長崎県を含む南西日本と北海道、なかでも辺境の地にその流行地が確認されている。ところが、過去20年間に渡って長崎大学等によって行われた研究の結果は、このウイルスが近未来において、日本から消滅する可能性を示唆するものとなっている。具体的には、流行地の妊婦集団におけるHTLV-1感染率が過去20年間に減少したという結果が得られている。このことは、一つの学問上の疑問を提起する。疑問とは、「1万年以上に渡り、ヒト社会で流行を続けてきたウイルス（HTLV-1）が、なぜ今になって急速にその姿を消そうとしているのか」という疑問であり、別の言い方をすれば、「なぜ、HTLV-1が1万年以上にも渡って、流行を維持できたのか」という疑問になる。ウイルス（HTLV-1）自身に大きな変異がないとすれば、そうした流行の様相変化は、近年の社会のあり方や人々の暮らし振りの変化（ヒト社会の変化）に、もはや、ウイルス（HTLV-1）が適応できなくなってきている可能性を示唆しているのかもしれない。

本研究では、そうした適応についての疑問に対する一つの考察を得るため、データの詳細な解析と、社会学的調査、その関連性、あるいは数理モデルを用いた理論的将来予測を行う。
【対象・方法】
研究対象は、成人T細胞白血病予防事業参加者のHTLV-1抗体陽性率、年齢、生年月日といった疫学的情報。
解析方法は、市販統計学的ソフトに独自のプログラムを書きこんだものによって、統計学的解析を行う事とする。感染数理モデルの構築は、接触頻度、垂直感染率、水平感染率を考慮したうえで、再生産数を求め、ストキャスティック個人モデルを応用する。

【倫理的配慮】

倫理的配慮としては、以下のことを考えている。

· 過去の成人T細胞白血病予防事業の推進において集められたHTLV-1感染の有無、年齢や生年月日といった疫学情報を１次資料とした解析を行う。その際個人情報の取り扱いには「疫学研究に関する倫理指針（文部科学省、厚生労働省）」を遵守する

· 一方、本研究に使用する１次資料は、すでに、完全にコード化（匿名化）が終了しており、そうしたデータを使用した解析を行うことによって個人情報の保護に抵触することはないと考える。
【研究成果】

　現在日本各地から感染率の減少が報告されているHTLV-1感染の動向を明らかにすることは、新たな感染症の社会への侵入から消滅までの一連のウイルス感染症の自然史を理解することに貢献し、ウイルス感染症の深い理解へと通じる。そのことは、よりよい感染症制御戦略を考えていく上での基礎的資料を提供するものとなると思料する。

【研究成果の公表】
　研究結果は、専門の学会誌への投稿、掲載によって社会還元を果たすものとする。

